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第８号議案 
 

第 51 回衆議院選挙の対応方針（島根選挙区の対応について）（案） 

 

Ⅰ．主旨 

第 50 回の衆議院議員選挙方針をベースに、今後いつ解散総選挙が行われても対

応できる準備をしていくため、選挙区候補者について連合島根推薦の確認を行う。 

 

Ⅱ．背景 

  10 月 10 日に公明党が約 13 年ぶりに連立政権からの離脱表明をして以降、与野

党・野党間で連立に向けた協議が行われた結果、自民党と日本維新の会との政策協

議によって連立政権樹立の合意がなされた。10 月 21 日に第 219 臨時国会が開会し

た。衆参両院本会議の首班指名選挙で、自民党・日本維新の会・改革の会などの投

票によって、高市早苗自民党総裁が初の女性首相、総理大臣に指名された。 

  高市総理は、経済対策に最優先で取り組む姿勢を示しているが、現下の物価高に

より家計の厳しさが増している中にあって、夏の参議院選挙から３カ月間の政治空

白が自民党のお家事情にも振り回されてもたらされたことには、極めて遺憾と言わ

ざるを得ない。与野党各党は、今国会において、恒久的かつ実効性ある物価高騰対

策を取りまとめ実行に移すべきである。更に、将来世代に対する責任を果たすため

にも社会のグランドデザインを明示し、わが国が抱える構造的課題の解決に取り組

むべきである。 

  高市総理は、就任当初の意見表明において解散総選挙の可能性について言及し、

その可能性が近い時期には想定していないことを示した。決断と前進の内閣を強調

し、経済政策等に取り組むとしている。参議院選挙の結果を受けて、衆参の議員構

成と政党勢力はより少数与党となった。今後の国会運営における課題も持ち合わせ

ており、いつ政局の状態となりうるかも不明な状態である。私たちは来るべき総選

挙を想定し、今から準備を行う必要がある。連合島根として働くことを軸とする安

心社会の実現に向けて、また重点政策の実現に向けて積極的な取り組みを行ってい

く。 

 

Ⅲ．第 51 回衆議院選挙の対応方針 

１．すべての働く者・生活者の立場に立つ政治・政策の実現 

  連合は、様々な産業・企業、また、様々な雇用形態で働く労働者により構成され

る組織であり、後者に関して言えば、約 700 万組合員のうち約 140 万人が非正規雇

用で働く仲間である。全国各地域で、すべての働く者・生活者のくらしに根ざした

運動を展開しており、組合員との民主的な討議の末、漸進的ではあっても、現実的

かつ建設的に職場や地域の課題解決に取り組んでいる。社会の分断が進んでいると

指摘される中、急進的になることなく、包摂性・多様性のある組織として連合が存

在していることの意義を、今一度、認識し、発信し、理解を広げていく必要がある。 

  同時に、そのような連合だからこそ、すべての働く者・生活者の立場に立つ政治・

政策を実現できるとの自負を持ち、「当面する国政選挙に臨む連合としてのスタン

ス」に掲げた「与党を過半数割れに追い込み、今の政治をリセット」するために、

立憲民主党・国民民主党・連合が一体となって総力を挙げた取り組みを展開する。
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すべての地方連合会はもちろん、構成組織は自らの支援政党にかかわらず、小選挙

区においては連合推薦候補者の当選に全力を尽くす。 

 

２．連合島根の具体的対応方針 

（１）島根選挙区の対応および予定候補者の推薦について 

   「島根第１区」については、現職立憲民主党「亀井亜紀子（かめいあきこ）」氏

の必勝を期して、連合島根の総力を挙げて闘うこととする。【プロフィール】 

   「島根第２区」については、前回の第 50 回衆議院議員選挙総括やその後の活

動を総合的に評価し、立憲民主党新人の「大塚聡子（おおつかさとこ）」氏を推薦

し、連合島根の総力を挙げて必勝に向けて闘うこととする。【プロフィール】 

   連合の政治姿勢としては、様々な団体・個人との徹底的な対話を通じて国民の

利益、市民の利益を大前提に現実的な判断をするとしており、大塚氏については、

その人柄と政治に対する姿勢を評価するとともに、幅広い団体・市民の支持が期

待できる人物と考える。大塚氏が「政治方針」「連合島根運動方針」に基づき、「目

的と政策・要求の一致」によって政治活動を果たしうる予定候補者であることを

確認し、連合島根として対応を図ることとする。 

 

   島根第１区、第２区とも、「反自民」の幅広い勢力の結集が図られることが重要

であり、連合島根としてもその一翼としての役割を果たす必要がある。また、与

党自民党は有権者に対して説明しきれていない課題も持ち合わせている。政権選

択選挙における与党勢力の拡大により働く者の政策実現が図られる結果を導き

たい。島根県の代表を選ぶ選挙戦において県民の信を問うべき機会ともなること

から投票率の向上や選挙戦全体の盛り上げに対しても連合として取り組みを強

化していく。 

 

（２）具体的な対応について 

第 19 回定期大会決定以降、適宜以下のとおり取り組みを進めることとする。 

① 連合島根衆議院議員選挙対策委員会を設置する。（構成は執行委員会） 

② 各構成組織においては速やかに機関手続きをおこない闘争体制を整える。 

③ 島根第１区、第２区の各地協（地区会議）においては「地区選対」の設置を

行う。 

④ 連合島根は各構成組織と連携をはかり、選挙区と中国比例区を含む議席獲得

に向けて取り組みを推進する。選挙活動の推進と今次衆議院議員選挙の意義

の浸透を図る。 

⑤ 具体的取り組みは、立憲民主党・選挙対策委員会と連携し、取り組むことと

する。 

 

以 上 
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亀亀井井  亜亜紀紀子子    略略歴歴  

  

 

氏    名    亀井 亜紀子（かめい あきこ） 

生年月日  １９６５年５月１４日（６０歳） 

 

 

 

 

 

 

＜ 略 歴 ＞ 

 

１９８８年 ３月   学習院大学法学部 卒業 

１９９２年 ６月   カールトン大学 卒業（マスコミュニケーション専攻） 

 

２００７年 ８月から 参議院議員 

２０１３年 ７月   （2010年9月～2012年4月まで国民新党政調会長） 

 

２０１７年１０月から 第48回衆議院議員総選挙 

島根１区：次点 

中国ブロック比例代表：当選 

立憲民主党 国際局長 

 

２０１８年 ２月から 立憲民主党島根県連合代表 

 

２０２０年１０月から 立憲民主党島根県総支部連合会代表（～現在） 

 

２０２１年１０月   第49回衆議院議員総選挙 

島根１区：次点 

中国ブロック比例代表：次点 

 

２０２４年 ４月   衆議院島根県第１区選出議員補欠選挙：当選 

 

２０２４年１０月   第50回衆議院議員総選挙 

島根１区：当選 
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